
 
「いのちの息」を吹き込むことで、⼈は「⽣きもの」となったことには、語彙的な⾯からも関連性があります。 

 

読み⽅注意: ヘブル語が右からの順(ただし、ヨミガナは左から右へ)。ギリシア語は右から左の順(ヨミガナも同じ)。 

 

 

A「いのちの息」 
                ハッイーム   ニシュマット                                 プノエー   ゾーエー 

      ~yYIx;  tm;v.nI    七⼗⼈訳では、πνοη  ζωη 
いのち(名詞複数)の    息(名詞単数連語形)                               息    いのち 

                      

           この組み合わせは創世記 2:7 のみ 
 

B「⽣きもの」 

                        ハッヤー      ネフェシュ                                プシュケー  ザオーン 

hY"x;   vp,n<       七⼗⼈訳では、ψυχη  ζων 
          ⽣きた(形容詞⼥性) もの(名詞⼥性)                             魂    ⽣きた 

 

       Hebrew               Greek 
 
【名詞】             【動詞】     【形容詞】    【名詞】    【動詞】  【形容詞】  

ハイ            ハーヤー     ハイ           ゾーエー    ザオー   ゾーン 

yj' いのち(単数)   hy:j;    yj'    ζωη  ζάω  ζων 
ハッイーム                  ハッヤー           分詞現在形 

!yYIj' いのち(複数)          hY"x;      ζων 
 

(⼥性形) 

 

●「いのちの息」にも、「⽣きもの」にも、共通の神のいのちの語彙が⽤いられ、呼応しています。 
 

 

 


